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パソコン教室 開講 あれ？ 

どうすればいい？ 

 パソコンやタブレット、そして特にスマホは使っ

ていると、操作途中に何度も疑問がでてくるもので

す。そんな疑問をピンポイントでお応えします。 

 また、11月12月にはパソコンを使った年賀状の

作成を中心に講座を行います。 

 こんな悩みはありませんか！？ 

「パソコン・スマホを買ってみたが、うまく使えない」 

「書類や案内文章をパソコンでうまく作成できない」 

「みんなが使っているアプリを使えるようになりたい」 

                     などなど 

ん～～わからない！ 

むずかしい～～！ 

教えてもらえたら、

出来た！！ 

※参加される方は自分のパソコン・スマホなどを持ってきてください。  

のお知らせ 

飯田小学校ＰＴＡより 

空きビン回収 
 

１．回収日 令和4年10月22日（土） 9：00～ 

２．回収方法 以下の３つの方法があります。 

  ①各地区ごとに回収ルートを回りますので、その道すじ

に出してください。 
   

  ②自宅に取りに来てほしい方は、事前に飯田小ＰＴＡ事

務局、または飯田小保護者に連絡ください。 
   

  ③当日ご対応が出来ない方は22日までに各地区指定の

収集場所に出してください。 

※回収ルート、各地区指定の収集場所は後日区長回覧（黄色）

でお示しします。 

３．空き瓶の種類 

  茶色・緑色の一升ビン（青・透明・黒は回収できません。） 

  ビールビン（大・中・小どの大きさでもかまいません。） 
※5合ビンや特殊な形のビンは回収できません。 

汚れているものは軽く洗っておいてくださると助かります。 

 平素より飯田小学校ＰＴＡ活動にご理解とご支援をい

ただき、誠にありがとうございます。 

 さて、例年行っております空きビン回収を、今年も右

記のとおり行うようにいたしました。 

 これは資源の有効利用と地域のみなさまとの交流を図

ることを目的とした活動です。また。収益につきまして

は飯田小学校児童の教育活動へ役立てていきます。 

 この趣旨をご理解のうえ、ご協力いただける方は、飯

田小学校ＰＴＡ会員が回収に伺いますので、よろしくお

願いいたします。 

お問合せ先：飯田小学校 梶原 ℡79-2253 

実施内容 

飯田ふれあい夢食堂  
＆ 寄合いカフェのご案内 

 飯田ふれあい夢食堂は飯田地区にお住まいの方々の多

世代交流の場として毎月第２土曜日に開催しています。

（場合によっては日程を変えることもあります。） 

 誰でも気軽に参加することができ、子どもからお年寄

りまで幅広い世代の人たちが楽しんで交流し、地域の絆

を深めています。 

 また前日には寄合いカフェを開催し、ゆっく

りとコーヒーを飲みながら、会話を楽しむこと

もできます。 

  

 飯田ふれあい夢食堂では家庭で取れた野菜などの食材をいた

だいて、食事づくりをしています。 

 飯田公民館に食材用のコンテナを置いておりますので、ご協

力いただける方はぜひぜひ飯田公民館にお持ちよりください！ 

～食材提供のお願い～ 

シャボン玉での多世代交流 ご厚意で頂いた食材 



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 

こんにちは 

 

 

 です 
 

 

今年も「家族で“手花火”大会」を開催しました !! 
 
 ８月１９日（金）午後７時３０分から、飯田 

地区グラウンドで、体育・健康福祉部会主催の 

「家族で“手花火”大会」が開催されました。 

この大会は、コロナ禍でいろいろな制限がある 

なか頑張っている子どもたちを激励しようと

始めたもので、今回が３回目となります。 

 当日は、残り少なくなった夏休みの思い出に 

と７家族２５人と６人のスタッフが“手花火” 

を楽しみました。 

 ２学期もコロナに負けず頑張りましょう！ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

“手花火”を楽しむ親子    

～ 旧暦のある暮らし ～ 
  

 

 おはぎとぼた餅  
 
秋分の日にお供えするおはぎは、春にはぼた

餅と呼ばれます。この二つは同じもの。ただ昔

は、秋に収穫したての小豆をそのままつぶあん

にしたのがおはぎ、冬を越して固くなった小豆

をこしあんにしたのがぼた餅、という違いはあ

ったようです。 

春の牡丹、秋の萩に見立てて、牡丹餅、御萩

と呼びました。 
 
 鱗雲、鰯雲、鯖雲  

 高い秋の空。鱗
うろこ

雲や鰯
いわし

雲、鯖
さば

雲が現れます。 

鰯雲が姿を見せると、鰯が大漁の兆候とか。鯖

雲は、鯖の漁期に出る雲とも、雲の文様が鯖の

背中の斑点のようだからとも言われます。 

鰯雲はなやぐ月のあたりかな（髙野素十） 
 

 
「秋分」〔新暦では、９月２２日～１０月７日頃〕 
 
秋分とは、春分と同じく昼夜の長さが同じに 

なる日のこと。これからしだいに日が短くな

り、秋が深まっていきます。 
 

初候）雷乃
かみなり

声
こえ

を収
おさ

む  〔新暦 9 月 22 日～27 日頃〕 

夕立に伴う雷が鳴らなくなるころ。 

入道雲から鰯（いわし）雲へ、秋の空が晴れ渡ります。 
 

次候） 蟄
すごもりの

虫
むし

戸
と

を坯
とざ

す〔新暦 9 月 28 日～10 月 2 日頃〕 

 虫が隠れて戸をふさぐころ。 

土の中へ巣ごもりの支度を始めます。 
 

末候）水
みず

始
はじ

めて涸
かれ

る  〔新暦 10 月 3 日～7 日頃〕 

 田から水を抜き、稲刈りに取りかかるころ。 

 たわわに実った稲穂の、収穫の秋まっただなかです。 
  

お む す び の 日 
 
 おむすびを題材にしたエピソードは多い。
“おにぎりの影をたどると、一代記の材料にな
る”（幸田文）、“握り飯のうまさは、貧乏な母親
につながってゆく”（吉川英治）と、著名な作家
たちも思いをつづっている。（『バナナは皮を食う』

暮らしの手帖社） 

 呼称は違えど、共通するのは握った人の温か
な心が詰まっていること。その愛情が人生の支
えとなったのだろう。阪神・淡路大震災が起き
た１月１７日が「おむすびの日」に制定された
のも、ボランティアが被災者におむすびを配っ
たことが淵源だという。 
 ２０１４年８月下旬に広島市を襲った記録的 
 

 

豪雨では、１６６カ所で土砂災害が発生した。 
ある女性が住む地域では、約半数の家屋が被
災。道路も寸断される中、彼女は困っている人
の力になりたいと、自宅でおむすびを握り、近
隣に配り歩いた。住民たちと一緒に１週間ほど
炊き出しを続けた。「些細なこと」と謙遜しなが
ら彼女は言う。「被災者同士で励まし、支え合っ
た日々が、地域のつながりをより強くしまし
た」。             （新聞記事より） 
 おむすびは漢字で書くと「御結び」。「結」に
は、つないで一つにする意味もある。目立たな
くとも、地道で温かな振る舞いこそが「人と人」
「心と心」を結ぶ確かな力となるんですね。 

 

防災啓発デー ９月１日は、防災の日 です。この日を含む１週間を防災週間 

                                                             
由来は、１９２３年（大正１２年）９月１日に発生した「関東大震災」にちなんだものです。 

  




